
日食観察で目を痛めないために 

 

財団法人 日本眼科学会 

公益社団法人 日本眼科医会 

 

①今回の金環日食の特徴 

・日本史上最も多くの人々が観察できる金環日食 

・皆既日食と違って暗くならない→直視により網膜に傷害の恐れ 

 （1912 年にドイツで日食網膜症 3,500 人発生の記録あり） 

・月曜日の朝 7 時半頃にピーク＝通学・通勤の時間帯である 

・通勤→交通事故の危険性（わき見運転，高速道路の路肩駐車，混雑した駅のホーム） 

・通学→児童・生徒における目の傷害発生の恐れ 

 （過去の報告でも，13 歳を平均とする子どもでの発生が多い） 

 

②正しい日食観察の仕方について 

・裸眼での観察は絶対に避ける 

・日食網膜症の傷害は累積する 

  0.2 秒の“チラ見”でも 10 回繰り返すと 2 秒連続の観察と同等 

・網膜の傷害は痛みや熱さを感じない 

 

③日食グラスを適切に使おう 

・裸眼で太陽を探さない 

・曇りの場合は見づらいが，雲の影から出てくる太陽に注意 

・不適切な観察用具の流通（消費者庁と国民生活センターが確認中） 

 

④日食網膜症の症状 

・視力低下，中心暗点，歪み，かすみ，他 

・その場では症状が出なくても，後から異常が発生することがある 

・多くは 1 週～1 ヵ月で回復するが，後遺症が残ることもある 

・治療法がない！ →予防が非常に重要 

 

⑤もし目を傷つけたと思ったら 

・すぐに観察を中断 

・症状が現れたら眼科を受診 

・観察方法（日食グラス使用の有無など），観察時間（何秒，太

陽を見ていたか）などを伝える 

 

⑥日本眼科学会・日本眼科医会の対応 

・各種の啓発活動 

・日食網膜症発生の実態調査（この規模のものは世界初） 


